
楽器に入る息の見える化
～「コツ」をよりわかりやすく～



未経験者

http://drive.google.com/file/d/11hXqigW1ZgAIunfJAqfLwQk68ajVvW_a/view


しかし、

「コツ」を理解している人だと



経験者

http://drive.google.com/file/d/1fzWpJ1XiohMjD9_FI7-mHPLP_pwici_F/view


『コツ』を理解するためには
どうすればいいか？



例 レッスン、教本、音源 etc.



デメリット

意見が人によって違う

感覚的なことが伝わらない

都市でないと指導者が少ない



では、この問題を
どうすれば解決できるか？



そこで、考えたのは

演奏のデータ化



吹くときの息のデータを収集



データ

可視化
画像

より直感的にわかりやすく



http://drive.google.com/file/d/1uL7RgFUv9VWOEWNVC_xqLtZblobeK5Wr/view


先行研究では

シュリーレン法

を用いた可視化
＊１＊２



問題点

人による差が検知しにくい

→データが適切に

処理をしないと見ずらい

被写体が固定される

→奏者の体制を固定する



楽器の頭部管に

マイクを付けるこ

とで、
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製品モデル



esp32を使いデータをパソコンに送る



esp32のメリット
・他のarduinoのボードに比べて安価
・パソコンとBluetoothで通信できる



LabVIEWを用いてデータを可視化



LabVIEWのメリット

・設計と実装が同じなため拡張性が容易
・ハードウェアと接続できる
・arduinoに書き込まなくても
計測ができる





調査結果

高音域の音ほど息の範囲は狭くなり、

息のスピードが速くなる

高音を吹く際にエッジ寄りに
息を入れる



改善点

データの数が少ないため

より精度を上げるためのデータの確保

より効果的なマイクの配置の調査



結論

より効率的に音が鳴らせる息の入れ方がわかる



既存のレッスン、教本と組み合わせて

より効果的な練習ができる
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ありがとうございました


